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カッターラプロジェクト（エ ト，

点此j

The Khattara 

A RE.: 

for 

カイロ翡、東 100

シェルキア ロロ し
J

{

上

ヽ

たることを目的として州政府直轄のもと

克る。 1973年，・100し）フヱダン,(420 ha)の

め，

クト

1980年からは日本政府の資金援助によって， 営

フェダソ噂780ha〉 とミルク＄チーズ， ヨーグルト

M. Hassan氏をプロジェクト支配人として，

(2300 ha)の農耕地を管理している。ま

ヒいハトの飼育施設がある。

この地域は．披状起伏のある慄高 10-25mの は

には 9000

画されてしヽる。

し， 5500フェダン

に，ア

（砂土）， 5
 

ゥ
{ふ

~,. 

であ入圃場の周囲には， Casuarina属（：モクマオウ）を防風及 のため植籾し，ファ

ロ-ヽ→ またはドリッ なってしヽる。牧草＼ネピアグラスも エレファ／トグラ

ス，ベルシューム［エジプシャン・クローハ］の混播）に スプリンクラーを

用＼ヽ て なっている。 ファロ-- るが，オレンジ，オリー/, マンコー，

ク、マハ、，ナ y ツ， ブトウなどではドリ y し、られてしヽ る。

した［ろ：の

らわた。 Hassan氏も堆肥を投入ずることにJる士竹とも
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A, km 

プロジェクト

t
 

は， イヘマイリ

Directorate 

（！） 

~-のプロシェクトは， FAO

,[}部にある

コ

リア固辺の

め

として

しヽる。

Relations〉と FAOカイロ

sentation Cairo)の

の ある。イスマイ Jア

(Irrigation), 

ロジェクト

ービス

の下に

こ
。
る

，
 

ち

あ

. and Farm 

などは， 、（スマイリア

コンクリ-ート 2階建ての建物である

から 10kmほ

るここ：までぎなかった。

S. E. M. Hassan氏の案内でプロシェクト

は，農地が 1~37 ェダン'(0.42~ 1.26 haJ 

うし、ては、 8

応じて馬力の異なるトラクター

歩行邸耕運機を中心にして，

している。灌漑設備では， をセメントあるし、はピニ，

ルシートでライニングを行ない， ドリップ灌漑により，イチゴや野菜をハウス している
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にも力を入れており，

るなどの

よ．
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ヽ

17)話てあダ万た。

の

ン）

of 

Institute of 

カニセンター），

゜
ち｝

Research 

'Water (P. 0. B. 6, 

シ1

(The V oicani 

ル~アビ 12 

表8 institutes of Research 

Institute of Horticulture 

. Institute of Animal Science 

. Tnstitute of Plant Protection 

Institute of Soils and Water 

6. Institute for 

7. Institute of Agricultural 

£
'
i
 。

Products 

lレアビプ・バスセン勺ーからベスて 25 のベットダガンの，

ゆるやか 克るc この研究機構は, 1921年 Volcani氏によっ

- r .. ダさ, .• 、エ，

ここでの

と5つ

び技術の普及ま

け入れてしヽ る。

タトであり，その期間はほぼ 3

された。

なりとともに，国際的

Q したがって，

じ） 

スタ、/フばかりでなく，

の約半分

まかなわれて＼、ヽ

農協，企

八ROの

ない予算を決定する。

(Institute of Soils and Water)には，所長Dr.

B. Yaron氏以］、 67名の研究員［博上号取得者 57名）， 26名のテクニシャン及ひ5名の事務員

している。研究部門と研究内容は以下の通りであるc

Pedology and Land Use : イスラエルの土壌調杏・分類，作図法についての基礎研究を行なう

とともに，農業省の土壌保全局士壌作図科のイスラエル全十の土壌図製作に協力している。
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実 アフリカ§ ア

4 

くつかある。

南アメリカ

した。

の国囲にい

の分析機器は，米，

AROの付属として e べ、，J トダガン及

こ

る。但し，

どと比べると研究の自由度は低し

ワイツマン

向いて

をあげるという

tしる

負わされてし、るのて， d
9
{
 

4,・ 

（イスラエ レホボット）

W「eizrnannInstitute of Science CP. 0. B。26,Rehovot 

テル・アビプの

してしヽ る。 イスラエ

20 kmほどのレホぶソトにあり，後

(、1949

るヘフライ

以罰の 1933年にDr.Chaim W eizrnann 

し」

なI!;
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of Plastics Research 

of Structural Chemistsy 

叶 Biochemistry

of Biophysics 

ふ Dept.of Membrane Research 

41 Dept. of Neurobiology 

s:1 Dept. of Polvmer Research 
:, . Faculty of 

1: Dept of Cell Biology 

z:, Dept of Chemical 
3:・, Dept of Genetics 

4'Dept of Hormone Research 

of Plant Genetics 

of 

竺 ぜ』さ

咀法八の

いて

-; ベ、i
ヽ t

V olcani Centerなどの

）
 

ヽ
＇ 方向の

↑
 

叶
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9i~J 

し，べ、ぁ

るとかなり自由

してし、る。

of 

とおりで→ 今回の

と接触し

このうち

ることができた。

of Plant Genetics及び

DepしofPlant Geneticsでは， castorbean 〔ヒ

内してく

国内で

3 

の けてし、る

・機概作業適性等にかかわる改善の要点を説明してく イス・ラエル

げしていないが，最新の遣伝子工学的手法を駆使して作ったハイブリ y ド

普通は 1t/ha位） をタイなどの生産国に輸出しているものである Q

Dept. of Isotope Researchては，放射性同位元素を使って地下水資原の 水移動，

化なとの研究を展開している数人の研究者 うことができた0 これら

USAやヨーロ yパ各国の各大学と非常に密接な関係を保ちながら研究を進めている国際型の研
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立

日本に~ こへ

先

であるc

ベン ェイコ ラウンシュタイン （イスラ

ステ傘

The Ben-Gurion of the Blaunstein Institute for Desert 

, 84990, Israel; テルア 160 krn 

ヽ

ベル・シェハ

南50km, ネゲ

12名，

くベングリオン大学の付

のほぼ中心のスデ・ボケールに

12名など，

として， 1979年にベル・シェパの

83名の研究スク，,7と名くの

下， ウ／

している，，研究部門として，表 10に示したよ

してしヽ る。

など 15

主な研究内容は， リモわー～トセンシング，

塩水の灌慨利用法，

リ
~ヵ

トレーサー技術を使った砂漢の表面）1（および地下水の

の向Iふ，植物の耐塩性機作の解明，風食の防I上，アル

に

おける

らく びやぎなどの

る

太陽熱利用，

である 0

スデ・ボケールのキャンロベスには，各研究部門ごとの研究棟と温室， ワク
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オ→ ンタ八督:rt, Z. Loewenstein氏の案内で，

『

ti-
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t
打
J

ょ

び:,Iへ：こ，克るアブタ'J ト ふふとに， 0.1ha 

jいどな研完腎理楓かある3 、こ（ア） は， M

ク、：；ブ iこ化事‘しており€ その〗ち 4)、

ス す十、/,:; 

ふ''ゞ S タ、 9ふ
e、,c, -~ ~'ふ，

ぢよび

60mm O)降：打を利用して大］くの7,_,,

ステ，I>ク '.Water 

・Blackish water・ 

こ］う

ょ〗立ゆと幻ある

合には，

る ヤ
J

る

を

し、。しかし，

り出してしヽ る。 にふ

なう場

はあまり行なわれていなし 'o

ヘフライ大学農学部（イスラエル・レホボット）

of Hebrew University of Jerusalem 0. B. 12, Rehovot 

エルサレム

enceと共にテル・アビブの

ブラィ あり，先述の WeizmannInstitute of Sci-● 

20kmのレホポットに 1942年の 力¥ してしヽ る。

1750名であり，農学部は表 11のような専門分野をカバーしている。今回の

では， この中の Soiland Water Sciences分野の研究者に会って討論ずることができた。ここて

12に示すようなかなり幅広い基礎的・先端的研究を展開している。又-JJでは例えはマイ

クロコンピューターを用いたドリ、ノプ灌漑ヽンステムの自動制御といった高水準の農業向けの研究

望畑地灌漑用機器会社との間の密接な連絡のもとに進めるなと，現実の農業に直結した研究も

展開している。研究機器装備・研究施設は特筆すべきほどのものではないがちゃんと整備されて

し若こ'pg
 
午

，
度

り

，
 

3

キ
ふ

キ
4

ー
リ

についても先に述べた他の諸機関と同様

日本からイスラエル えとこ+i
 ，
 

自動制御・

自動制御への科用・

能性について，

施設内環境の自動制御等の先端的テーマについて る可

してし、た。

- 39 --



表 1 〗 of the 

7. Hortic汀Iture

il Ornamental Horticulture 

表 12

Hebrew University of Jerusalem〉

iV1etho贔 of determination of characteristics in the fo寸バ

and potatoビsunderrn汀1nal

analysis and its on s国Jwater 

JVIethods of measuring parmeoers o、[

Soil-watせrinteractions that render 

floor by , ぅingle-welltracer 

nov叫 fertilizersand methods for applying 

lnternction between minerals and biomolecules. 

of madP of 
. . 
mmerals. 

term deterioration processes in arid-zone soils under intesive agriculture 

The soils of the 

metals 

Mars. 

in soils and 

methods for the of 
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し、り巨｝くなデーマにSつし Sて（に向国を 各国

し',、し7Jぶ

あるヘ

るところでは名すぐ了した

るし、ばかんがし

や

｛、>のを ＞
 

！ヽ をしビコ,,,,, しな＼阻

と＼、うテーマをめ

してし、る。その

這

4,]

亡
仁
う

る゜

しら良くなし、。しかし，

られてしヽ るし、

で
f

，勺ノ

て

おり， 9
¥
 

‘‘, 
中心

ぎパートナーであるといえる。

イスラエルはこの分野の研究において リートしている国の一つであり， メカニズム

と一高度な農家向けの応用研究（：灌漑の自動制御等〗に優れている。この

研究の後発国である日本が今後研究に参画する場合には，直接の共向研究はでぎないまでも，

来の豊かな蓄積と現有の研究能力を有効に活用するための工夫をすることが．我々の課題であろ

2) ニ

今回の としヽう主テーマ も に取組んでいるの

センタ-(ARC) のSoilsand Water Research Instituteである。この

サンドリア近郊にある Salineand Alkali Soils Laboratory 

してし、る った。またギザにある Soilsand Water Research Institute にも

的な研究者グループがおり，多くの研究論文＼英文〕を出しているほか，

いて詳細な具体的提案を用意するほどの積極性をもっている点も

の中の "¥Vatcr"の研究は． ｝•＇として上壌中の水分移動や作物の水分

との研究協力につ

る。この研究所

しており，

なWaterの研究者と

灌慨省傘下の各研究は主

ための水理模型実験

グループにより

によって行

されてしヽ る。

（地上及ひ地卜），

の およ
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ずる傾同もある。

としてば，以上のより紅

トの の中 )-- l 、デ
- L- 、

大

for Scientific Research and 

Research Center 

がある。カイロ ,l)Dokki地区

ある。エジプトにおける

NRC ARC あるも

エジ~ プトにおける官

から 14:00主

［土いまとんど 14:00 

で， 15• 00ま .+し

してし、る。

また， ラマダン（断食月）期間中は日

ラマダンの

ぅ。エシプトで

） ;、- の月日はイス弓ム
は，

、こ＼

である。エジ＇プト

から

る。共同研究者の選択 ぅりJ

ム

の
ラ

く

ス
名
〗

3
 

ィ

キ｛,＂̀ 

については，アラヒア

として

一ヽゞ l ' 
ぃ叉こ しくはし、く

してしヽ るこ

3) イスラエルの研究事情

V olcani Center る農業研究機構 (ARO)傘下の Instituteof Soils and 

テーマの主たる担当機関である。応用性の高い研究はこのAROで， 自由

Weizmann Institute of Scienceと ーし

研究所で行なわれている。灌漑排水にかかわる工学的研究はハ

(Technion-Israel Institute of TechnoloITTりで展開されている

かった。

イスラエルの土壌および灌漑に関ずる最近の研究成果が何冊かの単行本

n

な
。ヽ

•1 
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まとめて出版さ

れている点は非常に好都合であり，これらは日本における今後の研究展開にとっては心強し

資料となるであろう。研究者にはヨーロッパやアメリカ合衆国で学位を得て国際学会でも活躍し
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ある。キザにある

あり，

ましし.、と

for Rural 

rY 

ヽ
r

▼

f~t 
ふ^

・装備， 圃場等の

研究実施

いるためで

に過密傾向に

レキサントリアやイスマイリアの近郊に拠点をおく方が

も(、DSaline and Alkali Soil Laboratry② International Center 

③ ノバリア砂漠開発プロジ t クト，を擁する「レキサンドリアが望ま

しし、と るのである。

また，灌漑排水技術・ ・気象等，灌漑省および土地開拓省傘下の研究所て工学部
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t~- Water Distribution and 

Director General Dr_ Abdel Hadi Radi 

Head of Water Relationship Dr_ Haheb Semaika 

Water Res01.irces Development Research Institute 

Director General Dr. Hassan Ibrahim 

3• Groundwater Research Institute 

Director General Dr. Kamel El-Hefni 

4 丁heHydraulics and Sediment Research Institute 

~  ̀

Director 

CWater Research Center) 

Mahmoud 

□, ¥Iechnical Resc・arch Institute 

Deputy Director Dr. Ossama 

(i; Institute of Constructionを SoilMechnics and Foundations 

Reヽearcher じng.Abdel Moety Heika! 

f:-。
;¥k Mohamed 

i¥dministratiw Official (in of 

Research Institu且

Relations 

Abdel Aleen 

ぅ＼

¥griculturnl Research Center (ARC) 

Agricultural Research Center 

'「hesupervisor or the ARC Director's Office Dr. AM.Abdel Monen 

Director Dr. Abdel Monhen El-Mahady 

Research Institute 

Director General Dr. Abdullah l¥tN assib 

Rice Section Dr. Said Bala! 

Wheat Section Dr. Omr Shahta 

.. Section Dr、AhamedRamaha 

4) Soils and Water Research Institute 

‘,' 

ヽ
~
，3
 

Remote 

Director Dr. Baleg Shendy 

Unit Dr. Fetoh Hawela 

Soil Survey and Classification Research Section Dr. Mohamed Said Abdel Gawod 

Soil Physics and Chemistry Research Section Dr. Ahmed Taher A Moustafa 

Water Reqirement Research Section Dr. Hakim Wanis Tawdros 

5〉 HorticultureResearch Institute 

Timber Tree and Forestry Research Section Dr. Ibrahim A Heikal 
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Himida 

Soil Reら虞汀cesDepartment Mohamec→ I ¥Vassif 

(4 

Researcher 

(Local応 searchStations 

戸lant只utrition

Hain叫

Saline 

Centerl 

Director 

Soil 

IntゃrnationalCenter¥ 

l¥fohamed Hassan 

M「剛stafa

. Abdel :~attar 

Alkali Soils Labo『atory(So汀sand

MいhsenKahlis 

Dr. Hamrnacl Mohamed Khalid 

Rese霊 chIr因；tute.Ag凸::uitural且［訊：arch 

Plant Nutrition 

Dr. Salma Ghowel (Tvlrs) 

Dr. Michel A. Farah 

Dr. Sohniau Murad Sarni 

3> International Center for Rural 

of Settlement and 

Direcor 

of West N obaria) 

Mr. 

Mr. El-Gamma! Abdel Halim 

Drainage and Hydrology 

Soil (Head) 

ML M.A.Motagally 

Mr. M.Ghanem 

Dr. Ahmed Taher A. Moustafa 

¥5) 

1〕

)', 
2
 

、
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＇） 9‘ 

ヽ
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Khattara Project 

Mr. Marnoud Hassan Chairman 

Director General 

System 

Mr. Salah El-Wakeel 

Chief of Economic Studies 

Embassy of 

Minister 

First 

Mr. Salah Eldin MJ--Iassan 

Mr. Masaaki NOGUCHI 

Mr. Hironobu Y ASUMURA 

(7) JICA 
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：研完誨こ
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the ¥Vatcr翫 searchCenter and it's R忍 archInstitutes. {1983) 

Ground Wat直}

E-3. Research Institute for Ground Water. (A4 

E . _ on Envi翌onmentalScienceヽ

¥Vater in the development of Rural Environment 

5. On Interaction between the Groundwater in the 

The Rohぷ｛、）［~ いround

j am, 

in the Eastan NILE DELTA REGIONじ Hefni,S. l de Jong &八M.R、

仄hater.

6. The Desert Institute Bulletin voL 31 1-2 1981. 

7. The Desen Institute Bulletin voL 32 l・2 1982, 

E 8、'「eclmicalBulletin for the Activities of the Hydraulics and Sediment Research Institute (1977). 

E-・9. Improving in the Old Lands. 

Project 1984). 

E-10. The International Center for Settlement and Rural 

E 11. The International Center for Settlement and Rural 

of the Egypt Water Use and 

outline 1983). 

written in Arabic). 

E-12. Project "Micronutrients and Plant Nutrition Problems in Egypt" (pamphlet. National 

Research Canter/German Technical CrJoperation 1983). 

E-13. Outline of the Activities of the Soils and Water Research Institute (SWI) of Agricultural 

Research Canter (ARC)。

E-14. Prefeasibility Study on the Application of Appropriate Irrigation Technolo四 inEgypt. (1983) 

Euroconsult, The Netherlands. 

E・15* Environmental Studies on Cotton Growth ; A. EI・Gibali, K. H. Khalil. H. M. Eid, A. Badawy 

(Soils and Water Research Institute/ ARC). 

E-16* Response of Sesame to Irrigation Practices; S. EI-Serogy, W. I. Miseba, A. A. EI-Gibali, H. W. 

Tawadros (Soils and Water Research Institute/ ARC). 

E・17. "Water Relations"・---Outline of the recent water relations studies in Egypt and Sudan. 

E .. 18* Studies on the Water Requrement of Rice Crop II (Consumptive Use of Rice In Relation to 

Yield and Percolation Losses) ; M. M. Hilai, M. Naga, M. M. EI-Refai (ARC). 

E 19* Consumptive Use of Water by Major Field Crops in Egypt; A. Serry, H. W. Tawadros. S. EI 

-Sefougy, A. Y. Badawy, M.A. Metwally, M. N. Seif EI・Ya7al, F. N. Mahrous, W. I. Miseha 

(Soil and Water Research Institute/(ARC). 

E 20. General Information of RICE MECHANIZATION CENTER 
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T-1, Institute of Soils and Watc,r Scientific Activities 1980 1983. (Agricui叫 Ji

tion八RO./Volcani 

I-2、 of Soil of Soils and ¥『；tiヽを~ ：ヤ

1980-198:l. 

I-3さ Researchand Allied Activities of Research 

I-4. Institute of Soils and Water-Publications by Staff Members 198げ・・1983

1-5. Institute of Soils and Water-Publications by Staff l1embers on 

・・1982. 

I・、 6.International Course of & Soil 

I・7. 16th International Course on 

I-8苓 CarbonDioxide . Efficiency in Relation to 

Enoch SWRI/ARO. 

I-9* Use of Carbon to Estimate Incorporation nf Added Co2 by 

Tomato Plants; H. Z. Enoch, L Carmi. J. S. Rounick. & M. 

I-10* The Egyptian Agro-Echosvstem at the End of the 18th 

soils 

ヽ"'t<a,11atい;n

ba沢don辻杞

I-11 * A comparative ; G. Stanhil S¥り.RI/ARO {19791 

T-12* Monitoring of Groundwater 

Garner (1985). 

New Approach; D. Rouen, M. Magarltz,'f. Kanti & W 

I-13. Developments in Ecology and Environmental Ouality vol・2 of an International. 

of the Israel Ecological Sodetyl983) ; edited by H. I. ShuvaL 

H↓ Pollution in Porous Media-The Unsaturated Zone between Soil Surfa⑫ and 

Edited bv Bz Y aron, G. J. Goldshmid (o叫 ineof the contents ilf the book said心（）］

I・15* Nitrate Trends in the Coastal Plain of Y. Kanfi, D. Ronen & Mわ

(1982). 

I-16* Paleoclimate in Deseart Regions ; M. Magaritz、A.Kaufman. 

I-17* Climate Variations in the Eastern Mediterrannean Sea Area ; J. Gat, M. 

I-18* Investigation of Water Movement in the Unsaturated Zone under ;in 

Environmental Tritium ; H. Gvirtzman, M. Magaritz. 

1-19* Influence of Intensive Cultivation; A. J. Amie!, M. Nameri & M. 

(1980)、

Area 

I-20* 36CI in the Jordan River-Dead Sea System; A New Hydrological Tool; M. Paul, A. Kaufman, 

M. Magaritz, D. Fink, W. Henning, R. Kaim, W. Kutshera & 0. Meirav. 

I-21 * Changes in Hydraulic Conductivity of Laboratory Sand-Clay Mixtures Caused by a Seawater-

-Freshwater Interface ; L. G. Goldenberg, M. Magaritz, A. J. Amiel and S. Mandel (1983). 

I--22* Experimental Investigation on Irreversible Changes of Hydraulic Conductivity on the 

Seawater-Freshwater Interface in Coastal Aquifers ; L. C. Goldenberg, M. Magaritz & S. 

Mandel (1983)。
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LOH旦望汀anonof Nodules of Soils : An Indication of、 いround-

＇口ontaminationby Ir汀 Seawater; M. 

じhemicalProc戸ざふ辱且lパし:arbonate

lJ. Kafri (1979). 

study of Water求（）こkInterac-

m 

influence 

Israel : 

Central Galilee (1980). 

Cultivation and 

of Carbonate Minerals ; M. 

.in the Jordan 

A. Amiel (1981). 

し26苓丁heEffectけf国diurn.Carbonates Presence on the Soil Extract's Chemical 

Nadler & M. Magaritz (1982). 

1こalslumCarbonate Nodules in Soils: 鴨叫 and13(/只2CRate and 14C Coutents : M. 

パaufman& D. H. Yaalon {1981). 

for 

(1982) 
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Soll Resistance at the Same ; A. N acller. M. y
 

as Revealed 

、".・;it 

of 1, 万ssilSoils in Desert 

Calcareous Soil from the Jordan 

I¥1ethod ; M. Magaritz &州lAmie! (1980)書

by Chemical, Isotopiぐand

Switzerland : E. Mazor, F. いVuataz& F. Jaffe 

of Environmental Isotope and 

and IV!ultisampling in 

Case (Lobaste, Botswana) . 

Groun-

(1976). 

to 

;¥Iineral Water Studies : E. Mazor, R TH. ¥7erha旦en,J, P. F. 

Hutton (1981). 

M. T. Jones, & L. G. 

>•·34* Rain in the Karahari→ A Note on Some 

1 35* Dilute Water-Fむ）ck Reactions in Shallow 

to the Problem ; E. Mazor (1982) 

of the Kalahari Flatland ; E. M.azor、

I 36. The Blaust己nInternational Canter for Desert Studies 

scientists) 

I・37ぐ丁heJacob Blaustein Institute for Desert Research-6th Annual Report 1984. 

I-:58. Salinity and Water Engineering Unit (outline of the activities). 

l-39 * reprint from℃ urrent Practices in Dry land Resouces & Technology; Intematio叫 Overviews

"Edited by A. Singh & G. R. Chowdhary (198¥i) Utilization of Marginal Water in Arid Zone; G. 

for trainees & 

Oron. 

I 40* Economic Evaluation of'Water Harvesting in Microcatchments ; G. Oron, J. Ben-Asher, A. 

Issar & T. M. Boers (1983). 

I 41 * Waste Water Recycling by Duckweed for Protein Production and Effluent Renovation ; G. 

Oron. L. R. Wildschut & D. Porath (1984). 

I-42* Yield of Single Versus Twin-Bow Trickle Irrigated Cotton ; G. Oron (1984). 

1-13* Optimal Design and Operation of Permanent Irrigation Systems; G. Oron. W.R. Walker (1981). 

I-44* Maximizing Solar Effectiveness for Industrial Process Heat ; D. Faiman & T. Kunitomo 

(written in Japanese language) (1982). 

1-45. Complementary aspects of Japanese and Israel Solar Research and Development; D. Faiman. 
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Tale of Two日ouses; D. Faima且

of Jerusalem 

Activiti戸s1982-8:F、「he

庄printfrom and Radiation 

of Saline Soils in Israel 
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'
:
1
 

s
9
 

S
9
ヽ
9
4ヽ'＼
 s
 

Shap塁尺ew

ゃ ふ叶'""from平 otopeand Radiation 

Evaluation of Different Methods of 

Center for Soil 

of Jerusalem、

Soil 

¥Yater Sci encぃ1The

Studies 19図し

Rawitz. (198:l) 

in Soil Physics and I『rigationStudies 

Cotton; K Rawits, A. Marani, Y Mahrer & 

, Water & Irrigation Review No.I 198ら(magazine)

& Svste『nsIsrael .l況3(Dun 

as a 

Berkovich (1983)。
r
 

ーヽ,; 
f
4
 

- 52 ---



写真 1 Saline and Alkali Soils Laboratory 

（エジプト）

写真 2 Khattara Projectの果樹園。ドリップ灌漑と有機物投与

より，砂漠が豊かな農地になっている。（エジプト）

写真3 ナイルデルタの水田。塩類集積防止のため高度に均平な整

地が必要。（エジプト）
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4 ナイルデルタ における稲刈風景

（エジプト

写真 5 International Center for Rural Development本部

（エジプト）

写真 6 Saline and Alkali Soils Laboratoryの実験施設（ライシ

メータと小区画実験圃場）。（エジプト）
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Agricultural Research 

（イスラ

写真 8 Institute of Soils Waterの土壌分析室

（イスラエル）

写真 9 Weizmann Institute of Scienceにおける Castorbean 

（ヒマ）の育種。（イスラエル）
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10 Jacob Blanstein Institute for Desert Reseachによる

Water Harvestingの実験圃場。（イスラエル）

11 Water Harvestingにより，年間 50mm程度の砂漠で

生育している果樹（ピスタチオ）。（イスラエル）

写真 12 国土緑化運動により植林された中部の丘陵地帯

（イスラエル）
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